













































































女学校令による専攻科の規程年限は 2 年及び 3 年であるが、和高女の専攻科
は「家政専攻科」という 1 年制の課程であり、実は文部省から正式に認可さ
れた専攻科ではなかったのである。とはいえ実態として、家政専攻科は和高




























































































































































































































































































授の認可がおりた。和歌山女子学院が開校したのは、その 5 日後の 7 月17日
だった。

















































和高女 市立高女 文教高女 修徳高女
その他
県内高女
県外高女 高松商業 女専中退 計
英語科 30 16 1 1 12 0 0 1 61
経済科 21 12 1 1 2 1 3 0 41











被服関連科目が17時間、手芸と家政が各 3 時間、公民、国語、英語が各 2 時





















































































































































18年 8 月12日付）。ただし設置場所は和高女とは別の場所（吹上 3 丁目の蓮心寺境内）
であった。
10） その後、桜映学園に保育部が設けられたことは、「さくら幼稚園」新聞報道から確認





























22） 「学校法人役員交代御届」『和歌山信愛女子短期大学（昭26年 2 月～昭62年 5 月）』
23） 「和歌山女子短期大学家政科設置認可申請書」『和歌山信愛女子短期大学（昭和26年 2
月～昭和29年11月）』
〈参考文献〉
天野郁夫 2016『新制大学の誕生【下巻】―大衆高等教育への道』名古屋大学出版会
天野正子 1986「戦後期・大衆化と女子高等教育」『女子高等教育の座標』垣内出版 pp.59-92
亀田温子 1986「女子短期大学―教育とセクシズム―」『女子高等教育の座標』垣内出
版 pp.119-139
神戸高校100年史編集委員会 1997『神戸高校百年史―同窓会編』
小山静子 2009『戦後教育のジェンダー秩序』
宮原誠一ほか編 1974『資料日本現代教育史 4 』三省堂、pp.334-336
佐々木啓子 2002『戦前期女子高等教育の量的拡大過程―政府・生徒・学校のダイナミクス』
東京大学出版会
土田陽子 2012「公立名門高等女学校の同窓会誌にみる「あるべき女性像」―県立和歌山
高等女学校と府立京都第一高等女学校の比較分析から―」京都大学グローバルCOEプ
ログラム「GCOE Working Paper　次世代研究74」pp.1-19
土田陽子 2014『公立高等女学校にみるジェンダー秩序と階層構造―学校・生徒・メディ
アのダイナミズム』ミネルヴァ書房
湯川次義 2017「戦後教育改革期における公立女子専門学校の共学大学化に関する一考察
―男子系高等教育機関との統合過程と専門領域に着目して」『早生大学大学院教育学研
究科紀要』第27号、pp.87-105
和歌山県教育史編纂委員会 編 2007『和歌山県教育史　第 1 巻（通史編Ⅰ）』
和歌山県教育史編纂委員会 編 2010『和歌山県教育史　第 2 巻（通史編Ⅱ）』
和歌山県教育史編纂委員会 編 2006『和歌山県教育史　第 3 巻（史料編）』
   58 
